か つ たような ことな ど を 夢の ように 覚えて いる。 東京 

から 遥々 見送って 来た 安兵衛と いう 男が、 宿屋で 毎日 

朝から 酒ば かり 飲んで いて、 酔って 来る と 箸で 皿 を 叩 

なむ だいし へんじょう こんごう 

きながら 「ノ ムダ イシ、 一 升 五合」 (南無 大師 遍照 金剛) 

というの を 繰返し 繰返し 唱えた こと も 想い出す。 考え 

てみ ると それ はもう 五十 年の 昔で ある。 

かんけつせん 

三十 年 ほど 前に は H 博士の 助手と して、 大湯 間歇 泉 

の 物理的 調査に 来て 一週間く らい 滞在した。 一昼夜に 

五、 六 回の 噴出 を、 色々 な 器械 を 使って 観測す るので 

あるが、 一回の 噴出に 約 二 時間 も かかる 上に 噴出 前の 

準備が あり 噴出 後の 始末 も あるので、 夜 も おちおち 安 



眠 は 出来な か つ た。 自然の 不可思議な 機構 を 捜る 喜び 

こんぜん 

と、 本能の 欲求す る 睡眠 を 抑制す る つら さとが 渾 然と 

融和した 形に な つ て 当時の 記憶 を 彩って いるよう であ 

る。 

その 頃の 熱 海 行き は、 国府 律まで 汽車で 行って 国府 

津 から 小 田 原まで 電車、 小 田 原から は 人車 鉄道と いう 

珍しい 交通機関に よるので あ つた。 立つ たら 頭の 閊ぇ 

る 箱の 中に 数人の 客 をのせ たの を 二、 三人の 人間が 後 

押しして 曲折の 多い 山 坂 を 登る。 登る とき は 牛の よう 

にの ろい 代りに、 下り坂 は 奔馬の ごとく スキ— の ごと 

く 早い ので、 二度に 一 度 は 船 * のよう な 脳貧血 症状 を 



往路の 小 発見の 満足 を 蒸し返し 完成す る こと を 忘れな 

かった。 

かん はっし ゆう 

関 八州 が 急に 狭くな つ たような 気がして 帰って来 

たが、 東京 駅から 駒 込までの 馴れた 道筋 は その 割に 存 

外 遠い ような 気 もした。 

気紛れに いつも は 出た ことのない 東京 駅 東口へ 出て 

そこから 車 を 拾って 帰った が、 それだけの ちがいで 東 

京が いつもの 東京と 少し 違った 東京の ように 見えた。 

われわれの 「まだ 知らない 東京」 は 無限に 多数に ある 

らしい。 

(昭和 十 年 六月 『短歌 研究』) 
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